
とっても 身近になってきた
３Dプリンタ

近年の家庭用３Dプリンタの進化は目覚ましく、数万円で
購入できるものでも、かなり綺麗に立体物をつくること
ができ、材料も安価です。

私たちは３Dプリンタの活用で、誰かのために一つからつ
くる活動を、社会に取り戻したいと考えています。

自助具とは

障害者や高齢者ひとりひとりに合わせて個別カスタマイズ
された道具を「自助具」と呼びます。

大量生産前提の社会で、自助具を含めた福祉の道具は、
徐々に「つくる」ものから「買うか、あきらめる」ものに
なりつつあります。

3Dモデル共有プラットフォーム
COCRE HUBを運営しています

約300モデルが無料で利用可能です

コ ク リ ハ ブ



CASE 1 CASE 2 CASE 3

活動の啓蒙普及のために
毎年３Dプリント自助具デザインコ
ンテストを開催

コンテスト開催 国際貢献技術者の育成
探究授業支援

技術者育成のために認定講座やワーク
ショップを開催。学生の探究授業の支
援をしています。

COCRE HUBのコンテンツを活用
した国際貢献活動を展開してい
ます。

活用事例

先天性前腕欠損の方が、オムライスなど
を自分で調理しやすくなった例です。前
腕ソケットにフライパンを固定できる道
具を作成して取り付けました。

フライパンでオムライスを
つくるための道具

上肢に麻痺のある方がタブレット端末
を操作することができるようになった
例です。市販のスイッチと、「どっち
もクリップ」をつなぐ土台を３Dプリ
ンタで作成しました。

スイッチベース

重度の運動発達障害の方がおもちゃを
主体的に操作できるようになった例で
す。枝豆の形状を模した手触りの良い
スイッチを３Dプリンタで作成しまし

た。

枝豆スイッチ

活動を通して、３Dプリント自助具が役立っている事例をご紹介します。

更なる私たちの挑戦３Dプリントとモデル共有のコンセプトで様々な貢献に挑戦しています。



個人の方
定期的に

貢献やアップデート
情報を

メールでご提供

年数回
サポーターの方限定
の交流会にご招待

特定非営利法人ICTリハビリテーション研究会を
寄付で応援してくださる方を募集しています！SUPPORTER

コクリハブ
サポーター募集！

年額 3000円
月額 500円

法人の方は
お問い合わせください

サポーターの方には

お申し込み
詳細

お振込先

より

より

GMOあおぞらネット銀行
法人営業部（101）　普通  2296946
特定非営利法人ICTリハビリテーション研究会

受賞歴とメディア掲載 （一部抜粋）

受賞歴

メディア
掲載

2019

2021

2024

2024

2022

2024

2024

YouFab Global Creative Awards 2019 FINALIST 受賞

第４回 ジャパンスカラシップ 岩佐賞 受賞

令和6年度 STI for SDGs アワード  科学技術振興機構理事長賞 受賞

テレビ東京「チェンジ・ザ・ワールド世界を変える志」

NHK ゆう5時 インクルーシブなものづくり特集

NHK ハートネットTV 「リハビリテーション」

TBS NEWS23 SDGs企画

寄付金の貢献イメージ

ご寄付１万円
共有モデル１アイテム追加

ご寄付５万円
寸法調整サービス
１アイテム追加

みなさまから頂いた貴重なご寄付はこのように使われます.


